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３
月
１
日
〜
８
日

女
性
の
健
康
週
間

問
合
先　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン

タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９
・
７
１
２
５
）

　

女
性
は
妊
娠
や
出
産
を
す
る
可
能

性
が
あ
る
な
ど
、
生
涯
を
通
じ
て
、

男
性
と
は
異
な
る
健
康
上
の
問
題
に

直
面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
日
本
の
女
性
の
検
診
率

は
低
い
状
況
に
あ
り
、
女
性
特
有
の

病
気
が
若
い
世
代
に
増
え
つ
つ
あ
る

こ
と
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
こ
の
週
間
を
機
に
検
診
を
受
け

る
な
ど
、
自
身
の
身
体
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

「
第
２
次
い
ず
み
さ
の
男
女
共
同

参
画
行
動
計
画
（
人
ひ
と
プ
ラ

ン
）
」
の
中
で
も
、
「
男
女
の
生
涯

を
通
じ
た
健
康
・
保
持
支
援
」
を
基

本
目
標
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
男

女
が
互
い
の
身
体
的
性
差
に
つ
い

て
、
理
解
を
深
め
、
お
互
い
を
尊
重

し
思
い
や
り
を
も
っ
て
生
き
て
い
く

こ
と
は
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
し
た

社
会
づ
く
り
に
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
す
。

【
３
月
８
日
は
「
国
際
女
性
デ
ー
」
】

　

国
連
は
１
９
７
５
年
（
国
際
女
性

年
）
に
３
月
８
日
を
国
際
女
性
の
日

と
し
ま
し
た
。
女
性
に
対
す
る
差
別

撤
廃
と
、
社
会
開
発
へ
の
完
全
か
つ

平
等
な
参
加
に
向
け
た
環
境
整
備
に

貢
献
す
る
こ
と
が
日
本
を
含
め
各
国

に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
令
和
元

年
、
各
国
に
お
け
る
男
女
格
差
を
測

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
を

発
表
し
、
日
本
は
１
５
３
ヵ
国
中

１
２
１
位
で
し
た
（
平
成
30
年
は

１
４
９
ヵ
国
中
１
１
０
位
）

夜
やかんちゅうがっこう

間中学校で勉
べんきょう

強しませんか（生
せいとぼしゅう

徒募集）
　いろいろな事

じ

情
じょう

で小
しょうがっこう

学校や中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

できなかった人
ひと

、実
じっ

質
しつ

的
てき

に十
じゅう
分
ぶん

な教
きょう
育
いく

を受
う

けられないまま中
ちゅう

学
がっ

校
こう
を卒

そつ

業
ぎょう
した15歳

さい

以
い

上
じょう

の人
ひと

、いっしょに勉
べん

強
きょう

しませんか。

●入
にゅう

学
がく

の受
うけ

付
つけ

は4月
がつ

30日
にち

㈮
きん

までです。（土
ど

・日
にち

曜
よう

日
び

、祝
しゅく

日
じつ

は除
のぞ

く）

●ひらがなから勉
べん

強
きょう

できます。

●大
おお

阪
さか

府
ふ

内
ない

に住
す

んでいる人
ひと

が入
にゅう

学
がく

できます。

●外
がい

国
こく

籍
せき

の人
ひと

も入
にゅう

学
がく

できます。

●授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

は無
む

料
りょう

です。
問
といあわせさき

合先

●堺
さかいしりつ

市立殿
と の ば ば

馬場中
ちゅうがっこう

学校（☎072-221-0755） 堺
さかいしさかいく

市堺区櫛
くしやちょうひがし

屋町東3丁
ちょう

2-1　

●岸
きしわだしりつきしきちゅうがっこう

和田市立岸城中学校（☎438-6553）岸
き し わ だ し の だ ち ょ う

和田市野田町2丁
ちょう

目
め

19-19　

●泉
いずみさのしきょういくいいんかい

佐野市教育委員会 学
がっこうきょういくか

校教育課（☎463-1212） 泉
いずみさのしいちばひがし

佐野市市場東1丁
ちょう

目
め

295-3

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

　

特
に
政
治
、
経
済
分
野
で
格
差
が

大
き
い
日
本
の
状
況
が
反
映
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
国
際
的
な
視

野
で
も
、
日
本
の
社
会
は
男
女
の
平

等
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
状

況
で
す
。

　

日
本
は
日
本
の
文
化
、
社
会
の
状

況
な
ど
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
国
際
的

な
概
念
や
考
え
方
を
重
視
し
、
国
際

的
な
協
調
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
身
近
な
暮
ら
し
の
中
の
慣
習

や
意
識
を
見
直
し
、
男
女
が
と
も
に

暮
ら
し
や
す
い
環
境
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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【読書感想文】「私たちにできること」
　　長南中学校２年生　岩崎一葉

　八月六日、私たちの学校では、平和学習日でした。
七十五年前のその日、広島に原子爆弾が投下されま
した。投下された八時十五分、私たちは原子爆弾で
犠牲になった多くの方々を想って、黙とうをささげ
ました。そして、私は二年生代表として、今まで学
んだ平和学習について発表しました。二年生の発表
で一番伝えたかったのは、「ぬちどぅ宝」という言葉
です。沖縄に昔からある大切な言葉で、「この世の中
で命は一番大切なもの」という意味がこめられてい
ます。大切な命を奪った原子爆弾、そして戦争のこ
とを皆と一緒に考えるこの日を、私は大事にしたい
と思いました。
　また、私は人権問題研究部に所属しています。こ
れまでに人権学習に取りくんできて、もっと「平和」
「人権」について深く考えたいと思いました。
　「平和のバトン」は広島の高校生が被爆した方々の
お話を聞いて当時の状況を絵にするプロジェクトを
描いた話で、ノンフィクションです。この本をぜひ
読んでみたいと思い、手に取りました。
　小学校の時に平和学習をして、被爆した方々が今
もなお、原子爆弾によって辛い思いをしているとい
うことがとてもいやだなと思いました。さらに「平
和のバトン」を読んでかろうじて生き残った人たち
も、家族や友達を失い、生きる気力さえもなくした
原子爆弾はとても恐ろしいと思いました。そして奇
跡的に命をつないだ人々の中に「なぜ、自分だけが
生き残ってしまったのか」と自分を責める人もいた
ということを知ったとき、私はとても悲しくなりま
した。そして被爆者というだけで結婚できなかった
人、「もしかしたら自分の子供も、原爆症になるので
はないか」と思い、被爆したことをひた隠しにして
いた人もたくさんいた、という事実を知って、原子
爆弾は本当に残酷なものだと思いました。その人は
何も悪くないのに、原子爆弾のせいで、自分を責め
てしまったり、「被爆者」というだけで生きづらくなっ
てしまったりすることがとても悲しいと思いました。
　また私が驚いたのは、戦争を経験したことのない
高校生がそれを絵にしようと考えたことです。自分
が見たことのないものを絵にすることはとても難し
いことなのに、それを成し遂げた広島の高校生たち
はすごいと思いました。でも、成し遂げることがで

　小・中学校の児童・生徒から多くの人権作品が寄せられ、昨年末に入賞
者が決定し、各校に賞状が送られました。そのなかの最優秀賞受賞作品の
一部を紹介します。（順不同・敬称略）

問合先 学校教育課

きたのは、被爆された方々が自分が思い出したくも
ない辛い話を包み隠さずしてくださったからだと思
います。人並み外れた使命感がなければそんなこと
はできません。話してくださった方々の思いをうけ
とって、原子爆弾も戦争も知らない高校生たちが被
爆体験を聞くだけではなく当時の悲惨な光景を自ら
の作品としてよみがえらせることも、強い使命感の
表れだと思いました。
　この本を読み終わったときに、戦争は改めてして
はいけない、させないことが大事だなと思いました。
この悲惨な出来事を、過去の話で終わらせてはいけ
ません。私たちにとって広島の原子爆弾は歴史上の
話だと思いがちだけど、原子爆弾が落とされたのは
ほんの七十五年前。私たちには関係のない話だとは
思わずに今一度、戦争・原子爆弾・核兵器について
考えるべきです。まずは、世界の人々が核兵器のこ
とについて知ることが大切です。知らなければまち
がっていることに気づけないかもしれないし、そん
な人が増えてしまうと世界から核兵器は無くなりま
せん。原子爆弾を作らせない、使わせない、まして
や使う状況にさせないことが大事だと思います。
　戦争体験した多くの方々があのようなひどい目に
二度と遭わせたくないと思い、頑張ってきてくれた
から今の平和があると、私は思っています。だから
私たちが、この原子爆弾の恐ろしさを後世に語り継
いでいかないといけません。原子爆弾が再び使われ
ることがないように、核兵器の恐ろしさを訴え、平
和の尊さを伝えるために…。私たちにできることは
少ないかもしれないけれど、被爆した方々の思いを
真摯に受けとめてそこから何か得られるものがある
のではないかと、私は思います。
　今年の平和学習の八月六日、長南中学校から高校
生平和大使に署名を送りました。私は代議員として、
クラスの全員に署名をしてもらえるように呼びかけ
ました。核兵器のない平和な世界の実現のためにで
きることをしている平和大使の「ビリョクだけどム
リョクじゃない」という言葉に共感したからです。
私たちにできることは少ないかもしれないし、小さ
いかもしれないけれど、何もしなければ何も変わら
ないと思います。だから私は自分にできることをま
ず見つけて、それをやっていきたいと思います。
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◀
中
央
小
学
校
5
年
生髙

西
咲
妃

「
ふ
つ
う
」
っ
て
何
だ
ろ
う

私
の
ふ
つ
う
と
母
の
ふ
つ
う
は

ち
が
う

母
の
ふ
つ
う
は
父
の
ふ
つ
う
と

ち
が
う

百
人
い
れ
ば

百
通
り
の
「
ふ
つ
う
」
が
あ
る

同
じ
「
ふ
つ
う
」
と
い
う
も
の
は
な
い

だ
っ
た
ら
み
ん
な
が
言
っ
て
い
る

「
ふ
つ
う
」
っ
て
何
だ
ろ
う

も
し
か
し
た
ら
こ
の
世
に

「
ふ
つ
う
」
っ
て
い
う
も
の
は

な
い
の
だ
ろ
う
か

◀
佐
野
中
学
校
2
年
生

木
ノ
元
一
葉

◀
新
池
中
学
校
1
年
生

　

小
野
優
華

◀
長
南
小
学
校
3
年
生橋

爪
胡
実

【
詩
】「
ふ
つ
う
」
っ
て
何
だ
ろ
う

　
　
　
　

日
根
野
小
学
校
６
年
生　

北
浦
実
咲

【書道】

【ポスター】

【
標
語
】

や
さ
し
さ
は　

人
に
と
っ
て
の
宝
物長

坂
小
学
校
５
年
生　

道
本
龍
哉

い
ろ
ん
な
ピ
ー
ス　

み
と
め
合
え
ば　

平
和
の
パ
ズ
ル
が
完
成
す
る

新
池
中
学
校
１
年
生　

田
葉
涼
花

小・中学生人権作品小・中学生人権作品
「人権はみんなの課題」「人権はみんなの課題」
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